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　千葉医学94巻 4号をお届けします。
　本号では巽  浩一郎先生による第94回学術大会
招待講演の要旨，坂本敏哉先生による症例報告，
黒住  顕先生による第 9回千葉医学会奨励賞受賞
論文があります。巽先生は医学研究マインドを持
つ臨床の重要性を述べています。坂本先生は白線
ヘルニアの 1例を報告しています。黒住先生は，
ホルモン療法抵抗性前立腺癌細胞の浸潤，転移に
関わる分子経路の一端を明らかにしました。
　第1361回千葉医学会例会（第 7回臨床研修報告
会），第1367回千葉医学会例会（整形外科例会），
第1372回千葉医学会例会（第17回呼吸器病態外科
学教室例会）については，発表数の多さからも，
それぞれの分野の活発な研究姿勢が伺えます。
　稲毛一秀先生によるCMJ original paperは，
ラット筋損傷モデルの治療法について圧迫と冷却
療法の違いを述べ，組織修復過程の差異を示唆し
ています。
　いずれの報告，論文も読み応えがあります。是
非，ご一読の程宜しくお願い申し上げます。
　千葉医学会の医療研究のみならず，iPS細胞を
用いた再生医療研究の進歩には目を見張るものが
あります。
　物理学会や天文学会でも新発見が目白押しで
す。
　宇宙航空研究開発機構（JAXA）の小惑星探査
機「はやぶさ 2」による「リュウグウ」への接近
や岩石取得が最近の話題になっています。「リュ
ウグウ」のような小惑星は始原天体と呼ばれ，太
陽系誕生時の情報を持っていると考えられていま
す。地球の生命を作る元になった材料はどのよう
なものであったかについて重要な手がかりが得ら
れる可能性があります。
　月面の幾つかのクレーター内部には氷が発見さ
れました。インドの月探査機「チャンドラヤーン
1号」は 6億トンにも及ぶ量の氷を見つけていま
す。月へ移住し，長期に亘って生活出来る可能性
が現実味を帯びてきました。
　火星への人類到達も時間の問題と思われていま
す。現存する科学技術を用いてテラフォーミン
グ（惑星地球化計画）を行えば，火星大気の改造
が可能です。数百年は掛かると考えられています
が，人が宇宙服を使用せずに暮らせる環境を作る
ことが出来ます。30世紀頃には数百万人の移住者
も予想されています。
　最近の望遠鏡や光学技術の発達により地球型の
太陽系外惑星が多数発見されています。空想科学
ではありませんが，革新的な移動方法が発明され
れば，系外惑星への探査や移住も夢物語ではあり
ません。
　このように人類文明の更なる進歩が予想されて
いる一方で，過去に勃発した大規模な戦争はあり
ませんが，世界各地では小規模の戦闘が繰り返さ
れ，テロによる市民生活の破壊も稀ではありませ
ん。各国の利害が絡む貿易でも最近，戦争状態に
なっています。
　科学技術の進歩を可能にした人類の知恵がこの
難局を乗り切ることを確信し，本稿を擱筆させて
頂きます。
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